
近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
６クール日報（２月１３日～２月１９日）
	報告日
天気
	２月１７日（土）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：西浦
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化ホール

	近ブロメンバー
	６クール　原⽥、奥村、⼤⻄、藤原、堤添、出、奥⽥、窪田、門野、西浦（１０名）

	（主な日程）
	8:30  朝礼、本日の活動説明
9:00　団体ボラ到着・オリエン・マッチング
9:30  石川県ボラバス到着・オリエン（団体ボラマッチング後）
10:40 ボランティア送り出し完了（主に袖ヶ江、御祓（みそぎ）、西湊、矢田郷地区）
活動中Ｖ問合せ対応
11:00 現地調査開始
14:30 県ボラ活動終了・完了報告
15:00 県ボラ解散（災ボラ解散）
　　　翌日のボラ活動のアポ取り
現地調査戻り・翌日の訪問調査のアポ取り
16:45 スタッフ終礼
17:15 終礼終了
マッチング準備（主に袖ヶ江、矢田郷、徳田地区）
19:50 活動終了

	報告事項

	〇運営補助に入る市職員より、復興庁の能登地域事務所が七尾市に設置されることとなったため、今度問い合わせ対応などが増加する可能性があるとの情報伝達があった。
〇住宅危険度判定で赤札（危険）となっている際のボランティア受付について、基本的に災ボラでは敷地内には立ち入らず、崩れた外壁やブロック塀の破片を除去するなどの活動に留めるよう周知があった。現地調査の際に家主が赤札を外している案件もあったため、ゼンリン地図に危険度判定結果を反映したものを持参して訪問するようにとの指示があった。
〇2/20実施予定の現地調査特化日の進め方や体制について、地元コアメンバーと打合せを行った。当日は県ボラバスの受付けは行わず個人ボラのみとすること、近ブロスタッフは翌日の活動先へのアポ取り人員など最低限の人員を残して調査にあたる人員を倍増（3人→6人）ことを共有した。実施に向けたマニュアルの整備やタイムスケジュールの調整を行った。
〇活動終了時の完了／継続の判断について、
【V104人、現地調査33件、マッチング数32件、活動完了27件】
（終礼での共有事項）
〇前日の県ボラバスの一部活動取りやめ（金沢大学）を受けて、災ボラ活動を中止するかの判断基準について協議した。警報が出ている場合は仮置場の受入れが停止されるため中止とするのはもちろん、県や市の基準にある程度準拠しながら前日の夕方までに協議うえ決定することとなった。
〇現地調査については、大雨・大雪による視界の悪さが懸念されるような天候の場合、調査の実施有無を同様のタイミングで判断していく。中止が懸念される場合、屋外のブロック塀撤去などの依頼は調査対象外とし、家主の依頼が得られた場合の屋内ニーズのみに絞って調査を行う。

	今後の主な予定
	〇袖ヶ江地区の仮仮置場（七尾美術館）は明日の午前中に全て撤収する
〇明日は徳田地区の仮仮置場（国分寺公園）周辺エリアを中心に活動

	調整課題・所感等
	本クールのミッション【現調特化日（2/20）に向けた準備】
　マッチングおよび追加ニーズへの対応をスムーズに行え、活動完了ケースをこれまでより増やすことができた。ただ、継続か完了かの判断が判別しづらいケースもあり、確認作業を徹底していく必要がある。現クールで活動するのは明日までのため、引継ぎ準備を進める。

	その他
	



